




  

イベント企画チーム

イベント大好きなメンバーたちが、さまざまな
イベントを企画・実行しています。スタッフだ
けでなくその家族・業者さん・学生さん達と
の大切な交流の場となります。今年度は、
富士登山、ボーリング大会、BBQ、内定者
懇親会を開催しました。

ホームページ・季刊誌
　　　　　　　作成チーム

「ヤマダ薬局とは」が一目でわかることを目
指し作成しています。ＨＰや季刊誌にヤ
マダ薬局のイベントの様子を載せられるよ
う、日々ネタ集めや写真などの素材集め
に励んでいます。

若手ステップアップ研修チーム
コミュニケーション力や仕事力の向上をはかることを目的として活動しています。昨今、若者の
読書量が減っていると聞きます。読書は仕事力UPへの近道です。本を読みましょう！！

調剤業務外の活動も！！

ヤマダ薬局では薬剤師・事務の垣根を越えて様々なチームを結成し、社会人として必要な
ことを純粋に追い求め活動しています。今回はどんなチームがあるのかをご紹介します！！

ヤマダ薬局 チーム紹介



人材の捉え方には、「スペシャリスト」と「ゼネラリスト」という二通りがあります。スペシャリストとは
ひとつの専門分野を掘り下げて、特殊な知識と技能を有する職人的な人であり、一方ゼネラリ
ストとは、複数の分野にまたがる幅広い知識を持ち、業務を横断的にまとめる統合的な人のこ
とです。

以前の人材観は、「あなたはスペシャリスト向き」「あなたはゼネラリスト向き」といったふうに分け
てきましたが、近年では、「一人のなかにスペシャリストとゼネラリストを兼ね備える」といった考え
方になっています。つまり、自らの専門分野を持ちながら横断的に業務をまとめていける人という
ことになります。

しかし、最近の薬学部においてはどうでしょうか。「調剤薬局の薬剤師でありながら認定薬剤
師」を目指したり、「病院薬剤師でありながら糖尿病専門薬剤師」を目指したり、「ＭＲであり
ながらがん領域専門ＭＲ」を目指したりと、少し世間とは違う方向に向かっているような気がし
ます。

本当に社会が必要とする薬剤師はスペシャリストとゼネラリストを兼ね備えた人材です。それは
「医師、看護師の間に入りチーム医療のマネジメントができ、薬剤部として病院に利益をもたらせ
る病院薬剤師」であったり、「マーケティング戦略が立てられ営業組織を強化活性化できるＭ
Ｒ」であったりします。調剤薬局であれば、「自店舗の損益計算ができ、店舗運営と人材育成
ができる薬局薬剤師」などが社会に必要とされるのです。

つまり薬学部を出て、関連する仕事についた時点でスペシャリスト職となり、薬剤師領域を掘り
下げるのは当たり前の職務であり、兼ね備えるべきゼネラリスト要素はビジネスマネジメントに関
わる知識、技能となります。このビジネスマネジメントの重要なスキルとは、戦略（マーケティン
グ）、財務（カネ）、組織（ヒト）などであり、このようなスキルを身に付けていくと、ゼネラリス
トとしての幅が広がっていくわけです。

今後、社会に必要とされる薬剤師となるために、薬剤師の領域だけではない薬剤師を目指し
て、就職活動をしてみるのはいかがでしょうか？薬剤・医療だけではなく、薬剤師免許を活かし
つつ、プラス、ビジネスができる薬剤師となった自分を想像してみては？
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